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編集後記 　こんにちは、今夏はコロナ渦で暑い日が続い
ています。職員一同、新型コロナの感染予防と

熱中症など利用者様の体調に気をつけております。また、行事など
も工夫して利用者様に楽しんでいただいています。今後とも宜しく     
お願いいたします。　　　　　　

尾道福祉専門学校より、2 年生のイム・
ヒョンジンさんが実習に来られています。
誇りある仕事を担う未来の仲間として応
援しています。
利用者様が笑顔で過ごせるお手伝いがで
きるよう、共に頑張りましょう。

　7月 1日消防訓練を行いました。
　火災発生時の担当役割や避難誘導手順、安全な消火器の使用方法等を確認し、訓練を行いました。いざと
いう時、職員全員で協力しながら、慌てず安全に行動できるよう取り組みました。

　より実践に近い形で安全に消火活動が行えるよう、一人ずつ練習用消火器の使用を体験しました。

　7月 8日・7月 31 日の 2日間にわたり、施設内外の大掃除を行いました。
　熱中症とコロナ対策として、マスク着用・換気・こまめに休憩・水分補給に注意し、声をかけあいながら
行いました。
今後も利用者様に気持ちよくお過ごしいただけるよう、衛生的な環境づくりに努めます。
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女性利用者様に赤いカーネーションをプ
レゼントさせていただき、記念撮影をさ
せていただきました。みなさん素敵な笑
顔をしてくださり、とてもいい一日に」
なりました。
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T H A N K S  D A D D Y
男性利用者様に、バラをプレ
ゼントさせていただき、記念
撮影を行いました。みなさん
とてもいい笑顔をしてくださ
いました。

贈り物は嬉しいねぇ♪
ちょっと

恥ずかしいのぅ。

カーネーションに

負けない

素敵な笑顔です！
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父の日

母の日

コロナ

スクラッチ

七夕作り

七 夕 たな
  ばた

デイサービス

今年はコロナウイルスの影響でいつもと違う夏を迎えて外出行事
などが行えないなか、七夕は笹を用意してもらい、みんなで各々
の願い事をかいて飾りました。来年は例年通りの夏が過ごせるよ
うに願うばかりです。

今年はコロナウイルスの影響でいつもと違う夏を迎えて外出行事
などが行えないなか、七夕は笹を用意してもらい、みんなで各々
の願い事をかいて飾りました。来年は例年通りの夏が過ごせるよ
うに願うばかりです。

笑顔の写真と共に赤いカーネーションを
プレゼントしました。
笑顔の写真と共に赤いカーネーションを
プレゼントしました。

スクラッチアート作りに挑戦です。
専用のペンで削ってきれいな絵になりました。
スクラッチアート作りに挑戦です。
専用のペンで削ってきれいな絵になりました。

デイサービスでは、コロナ対策として送迎時、来所時、昼食後には
検温と体調確認を行っています。１つのテーブルにつき 4 名様に制
限し、ソーシャルディスタンスを確保しています。また、ソファ席
も間隔を空けて密にならないよう対応しています。
その他、送迎車内の消毒を送迎後に行っています。レクリエーショ
ンも密にならないようボードを使って頭の体操や手作業で出来るも
のに変えたりし、工夫しながら利用者様に楽しんで頂いています。

デイサービスでは、コロナ対策として送迎時、来所時、昼食後には
検温と体調確認を行っています。１つのテーブルにつき 4 名様に制
限し、ソーシャルディスタンスを確保しています。また、ソファ席
も間隔を空けて密にならないよう対応しています。
その他、送迎車内の消毒を送迎後に行っています。レクリエーショ
ンも密にならないようボードを使って頭の体操や手作業で出来るも
のに変えたりし、工夫しながら利用者様に楽しんで頂いています。

短冊に思い思いの願い事を書
き七夕飾りを作りました。
短冊に思い思いの願い事を書
き七夕飾りを作りました。

黄色いひまわりの花と記念写真を
プレゼントしました。
黄色いひまわりの花と記念写真を
プレゼントしました。

七夕飾りを作りました。
利用者様、思い思いの願い事を短冊にこ
められ、綺麗に飾り付けをしました。

七夕飾りを作りました。
利用者様、思い思いの願い事を短冊にこ
められ、綺麗に飾り付けをしました。

頑張って

こんなのが

できました！

綺麗に飾り付け

出来ました♪

カープが

勝ちますように！
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新型コロナウイルスに対する施設の取り組み（令和２年８月４日時点）

　全国的な新型コロナウイルス蔓延で、４月７日に緊急事態宣言が出されました。4 月１６日から対象区域
が全国へと拡大して、全国的な宣言解除は５月２５日となりました。
広島県は６月 4 日から６月３０日までは 1 日あたりの新規感染者数は 0 名でしたが、７月１日から徐々に増
加し、7 月３１日には 1 日あたり１９名となっています。広島市や福山市ではクラスターが発生して、皆様
不安な日々をお過ごしかと思います。　
　高齢者や基礎疾患を有する方については、重症化することが分かっており、ひらはらの郷では利用者様、
入居者様に感染予防をする為に、①職員一人ひとりの対策、②施設内環境の整備、③外部の方々との接触を制
限することで対策を講じております。ごく一部ではありますがご紹介させていただきます。

・トイレのハンドドライヤー使用中止
　厚生労働省労働基準局は、トイレは『感染リスクが比較的高いと考え
られる』と言っているため、全てのハンドドライヤーを使用中止とし、ペー
パータオルで手を拭いています。

・仕切りで飛沫防止
　対面でデスクワークをせざるを得ない部署では間に仕切りを設置して、
飛沫防止を徹底しています。

・１日３回の換気の実施
　時間を決めて 1日 3回窓を開けて、換気を行っています。

・手すりやテーブルの消毒
　お昼の掃除の時間に手すりの消毒を行ったり、テーブルは食事ごとに
消毒をしたりしています。

③外部の方々との接触を制限

・面会の制限
　感染予防の為に２月２６日より面会制限を開始しました。県内におけ
る感染状況も落ちつき、ご家族様のご要望等も踏まえ、7 月 2 日から条
件付きではありますが特養入居者の方の面会を再開しました。面会の時
はご家族様にフェイスガード、ビニールエプロン、ビニール手袋、マス
クを着用していただいております。各事業所の方々との面会も制限して
おりますので、書類の受け渡しなどは正面玄関前で対応させていただい
ております。

・面会スペースの設営
　本来であればお部屋で面会をしていただきたいところですが、密な空
間になりますので、１階の地域交流スペースという広い空間に、パーテー
ションで仕切りして面会スペースを設けております。

・テレビ電話の実施
　前回の広報誌でもお伝えしましたが、４月２４日より特養入居者様を
対象にテレビ電話を実施しております。

面会制限などの対応は近隣地域の感染拡大の状況により、改めて制限に
ついてお願いをする場合がありますので、事前に電話等でお問い合わせ
いただくようお願い申し上げます。

①職員一人ひとりの対策

・手洗い、手指消毒の実施
　職員が感染の介在とならないように手洗いや手指消毒をしています。
　職員には持ち運びタイプの手指消毒液を配布しています。

・マスクの着用
　今までは冬場のインフルエンザの流行の時期にマスクを着用してい
ましたが、今は常時マスクを着用して勤務をしています。

・1日 2回の体温測定の実施
　出勤前とお昼に検温をして、熱がないかを確認しています。

・プライベートでの外出の自粛
　県内でも様々な市町で感染者が確認されていますので、３密の空間
に行かないように、必要最低限の外出にするようにしています。

コロナ対策

②施設内環境の整備

・職員ロッカーの分散
　今までは女性ロッカー、男性ロッカーの 2ヵ所で全員利用していま
したが、倉庫や休憩室、地域交流スペースをパーテーションで仕切る
などして、少人数ごとのロッカーに変更しました。

・職員食堂の分散
　食堂は 1 か所しかありませんでしたが、今は 2 か所に分けて、少し
でも少人数で食事がとれるような環境を作っています。4 人がけのテー
ブルに 2 脚しか椅子を置かないようにして、距離をおけるような工夫
をしています。食後はテーブルを消毒して、ハンドペーパーで拭き取っ
ています。

66 ７７


